
応用人間科学研究科 

対象：応用人間科学研究科院生 

教室：①一保堂茶舗本店 
②～④創思館  303 ・ 304 

日時：右記各ワークショップ詳細を参照 

＜参加についてのご注意＞ 

資料準備などの都合により、全てのプログラムは事前にお申込みいただき、事務室で

参加人数を把握しています。

参加をされる方は以下の情報を明記していただき、担当：北川までメールで申込みをし

てください。締切は 5月24日（火） とします。 

ただし、ワークショップ①は学外での実施となりますので、定員を24名としております。

申込み多数の場合は先着順とさせていただきますので、ご了承ください。

・件名【対人援助スキルアッププログラム参加申込】 
・学生証番号 
・氏名 
・参加日（記入例）： 6月1日○

6月15日×

6月29日○

7月13日○

応用人間科学研究科担当北川

E ‐ mailkitagw  ‐a@st.ritsumei.ac.jp 

2016 年度前期の対人援助スキルアッププログラムを全 4回で実施 
します。様々な現場で活躍されている先生方をお招きしてお話をし 
ていただきますので、是非ご参加下さい。 

6 月 29 日（水）対人援助のスキルを上げるためのワークショップ③ 

テーマ：描画に表れる心の世界

＜目的＞
臨床現場で描画に表れるクライアントの心の世界について大学院生が理解し、実践の臨床現場で 
生かせることを目的とする。

講師：高橋依子先生（大阪樟蔭女子大学教授、臨床心理士）
時間：  10：00‐12：00

月 13 日（水）対人援助のスキルを上げるためのワークショップ④ 7 

テーマ：「善立方便」から見えてくる対人援助

＜目的＞
住職という仕事を通して檀家さんの話をどのような手法で傾聴しているのかを大学院生が理解し、実 
践の現場はもとより日常生活に生かせることを目的とする。特に「善立方便」（目の前の人に適した 
方法を用いるという意味）から見えてくる「仏教におけるカウンセリングの姿勢と、その手法」を杉谷氏 
の経験された事例を通して大学院生とともに考え、対人援助の場で生かせることを目的とする。 

講師：杉谷淨氏（金沢市西山禅林寺派徳法寺住職）
時間：  10：00‐12：00

6 月 15 日（水）対人援助のスキルを上げるためのワークショップ② 
テーマ：東日本大震災復興地における現在の対人援助のスキルを学ぶ 

＜目的＞

対人援助を学んでいる大学院生が、現在の復興地でどのようなスキルを持って対人援助を行なっ 
ているかを門間氏のご講義から学び、東日本家族応援プロジェクト等の実践で応用し、生かせるこ 
とを目的とする。

講師：門間光紀氏（まちづくり NPOげんき宮城研究所事務局長）

時間：  10：00‐12：00

6 月 1 日（水）対人援助のスキルを上げるためのワークショップ① 
テーマ：日本茶のイベントを通して見えてくる文化伝達のコミュニケーション 

＜目的＞

一保堂茶舗教室インストラクターの鍋島氏に日本茶のイベントを通してお茶の魅力を伝えるため 
には、どのようなスキルを持って観光客（海外からの観光客も含む）の心に残る実演をしているかに 
ついてのご講演、ワークショップを行なっていただく。大学院生たちが鍋島氏の文化を伝える際のコ 
ミュニケーションスキルについて学び、実践で生かせることを目的とする。

講師：鍋島智氏（一保堂茶舗企画広報グループ茶舗教室インストラクター）

時間：  9：30 ‐11：00 （9：15 一保堂茶舗本店前へ各自で集合）現地引率増田梨花先生 


